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パート１
7次医療計画と精神科医療

2016年11月9日 医療計画見直し等に関する検討会
（座長遠藤久夫 学習院大学経済学部長）





1985年



第6次医療計画（2013～17年）
見直し等検討会

• 伊藤 伸一 日本医療法人協会副会長

• 尾形 裕也 九州大学大学院医学研究院教授

• 神野 正博 全日本病院協会副会長

• 齋藤 訓子 日本看護協会常任理事

• 末永 裕之 日本病院会副会長

• 鈴木 邦彦 日本医師会常任理事

• 池主 憲夫 日本歯科医師会常務理事

• 中沢 明紀 神奈川県保健福祉局保健医療部長

• 長瀬 輝諠 日本精神科病院協会副会長

• 伏見 清秀 東京医科歯科大学大学院教授

• 布施 光彦 健康保険組合連合会副会長

• ○武藤 正樹 国際医療福祉大学大学院
教授

• 山本 信夫 日本薬剤師会副会長

• 吉田 茂昭 青森県立中央病院長

第１回検討会
2010年12月17日



５疾患目に精神疾患
を加えた！



日本の精神病床の
課題

人口当たりに多すぎる病床数

長すぎる在院日数



OECD加盟国の人口1000人あたりの精神科病床数

Ｉｔａｌｙ





日本の精神病床
34万床の現状





34万床

20万床



7次医療計画と精神疾患
• ①長期入院精神障害者の地域移行

• 3ヶ月未満の「急性期医療」

• 3か月～1年未満の「回復期医療」

• 「重度かつ慢性」

• 1年以上の長期高齢者入院の「慢性期医療」

• 急性期、回復期、慢性期の病期に対応した精神科医療

• ②精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向け、重
層的な連携による支援体制を整える

• ③多様な精神疾患患者等への対応
• 多様な精神疾患ごとによる対応を可能にするため、各医療機
関の機能を明確化し、「都道府県・２次医療圏を集計単位と
した指標」を追加する。



①長期入院精神障害者の
地域移行



「精神科医療の機能分化と質の
向上等に関する検討会」

•精神科病床の機能分化
と人員配置を検討
• 3ヶ月未満の急性期医療

• 3か月～1年未満

•重度かつ慢性

• 1年以上の長期高齢者入
院

「精神科医療の機能分化と質の
向上等に関する検討会」（座長：武藤）
2012年3月23日～6月28日まで
厚労省において７回の検討会を行った



3
カ
月
で
6
割
退
院

一
年
で
９
割
退
院

急性期 回復期 慢性期

１０％が１年以
上の長期患者

重度かつ
慢性





40％は地域移行
できる！



精神科地域
医療構想と
もいえる



認知症入院が
増えている



②精神障害にも対応した
地域包括ケアシステムの構築



精神科地域
包括ケア



③多様な精神疾患患者等
への対応



精神科救急、統合失調
症、児童・思春期精神
疾患、身体合併など



パート２
診療報酬改定と

向精神薬処方の適正化



ネット
1.19％
マイナス

▲ 1.74％

600億円

1700億円





中医協診療報酬調査専門組織
入院医療等の調査・評価分科会

入院医療分科会





7対１入院基本料の見直し

看護師配置数と重症患者割合

（重症度、医療・看護必要度）

32



一般病棟入院基本料（7対1、10対1）の再編・統合の具体的なイメージ

急性期一般入院基本料

1332点
1357点 1377点

1387点

1591点

25％
24％

12％ 18％

一般病棟10対1
入院基本料

看護必要度加算１～３ 一般病棟
7対1

入院基本料

1332点

1561点
Ⅱ24％

中間①

1491点
Ⅱ23％
中間②

1387点
Ⅰ27％
Ⅱ22％

1377点
Ⅰ21％
Ⅱ17％

1357点
Ⅰ15％
Ⅱ12％

1591点
Ⅰ30％
Ⅱ25％
7対1

【現行】一般病棟入院基本料

【平成30年度改定】

入院料7  入院料6  入院料5  入院料4 入院料3  入院料2  入院料1

現行の
10対1
相当

実績部分

基本部分

出典：第389回中央社会保険医療協議会総会資料

Ⅰ：現行評価方法
Ⅱ：EFファイル

平均在院日数21日以内

18日
在宅復帰率80％

入院料1の届け出実績必要
重症度、医療・看護必要度

Ⅱを用いる



消える7対１・・

• 7対１、10対１は新入院評価体系へ・・・

•基本部分は10対１、実績部分の評価は重症度、
医療・看護必要度Ⅱへ

•基本部分、実績部分の内容見直しも今後起きる

•看護配置に基づく入院基本料から、実績に基づ
く新入院評価体系へ

•実績を達成するための入院基本料への変換

看護師さんをそろえてなんぼから
実績を達成してなんぼの世界へ





2018年度診療報酬改定における
向精神薬処方の適正化

中央社会保険医療協議会総会（第389回）答申資料（平成30年2月7日開催）

1. 基本的な考え方

向精神薬の多剤処方やベンゾジアゼピン系の抗不安薬等の長期処方の

適正化推進のため、向精神薬を処方する場合の処方料及び処方箋料に係る

要件を見直す。

また向精神薬の多剤処方等の状態にある患者に対し、医師が薬剤師等と

連携して減薬に取り組んだ場合の評価を新設する。



2018年度診療報酬改定における
向精神薬処方の適正化

2016年度改定 2018年度改定

【処方料・処方箋料】
3種類以上の抗不安薬、3種類以上の睡眠薬、
3種類以上の抗うつ薬又は3種類以上の抗精神病
薬の投薬を行った場合

処方料 20点
処方箋料 30点

【薬剤料】
注 1処方につき3種類以上の抗不安薬、3種類以
上の睡眠薬、3種類以上の抗うつ薬又は3種類
以上の抗精神病薬の投薬を行った場合には、
抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬
に係る薬剤料に限り、所定点数の100分の80

に
相当する点数により算定する。

【処方料・処方箋料】
3種類以上の抗不安薬、3種類以上の睡眠薬、
3種類以上の抗うつ薬、3種類以上の抗精神病薬
又は4種類以上の抗不安薬及び睡眠薬の投薬を
行った場合
処方料 18点
処方箋料 28点

【薬剤料】
注 1処方につき3種類以上の抗不安薬、3種類以
上の睡眠薬、3種類以上の抗うつ薬、3種類以
上の抗精神病薬又は4種類以上の抗不安薬及
び
睡眠薬の投薬を行った場合には、抗不安薬、
睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬に係る薬剤
料に限り、所定点数の100分の80に相当する
点数により算定する。

1. 向精神薬の多剤処方
処方料・処方箋料が減算となる多剤処方の範囲を拡大するとともに、
多剤処方時の処方料・処方箋料等の報酬水準を適正化する。

中央社会保険医療協議会総会（第389回）答申資料（平成30年2月7日開催）より改変



2018年度診療報酬改定における
向精神薬処方の適正化

中央社会保険医療協議会総会（第389回）答申資料（平成30年2月7日開催）

［算定要件］
不安の症状又は不眠の症状に対し、ベンゾジアゼピン系の薬剤を12月以上

連続して同一の用法・用量で処方されている場合（ただし、当該症状を有する
患者に対する診療を行うにつき十分な経験を有する医師が行う場合又は
精神科医から抗不安薬等の処方について助言を得ている場合等特に規定
する場合を除く。）

（新） 処方料 29点

（新） 処方箋料 40点

2. 一定期間以上、ベンゾジアゼピン系の抗不安薬・睡眠薬を長期にわ
たって継続して処方している場合について、処方料・処方箋料を適正
化する。



2018年度診療報酬改定における
向精神薬処方の適正化

中央社会保険医療協議会総会（第389回）答申資料（平成30年2月7日開催）

［算定要件］

直近の処方時に、向精神薬の多剤処方の状態にあった患者又は不安の症状
又は不眠の症状に対し、ベンゾジアゼピン系の薬剤を12月以上、連続して

同一の用法・用量で処方されていた患者であって、減薬の上、薬剤師（処方料
については薬剤師又は看護職員）に症状の変化等の確認を指示した場合

処方料
（新） 向精神薬調整連携加算 12点

処方箋料
（新） 向精神薬調整連携加算 12点

3. 向精神薬の多剤処方等の状態にある患者について、減薬した上で薬剤師
又は看護師と協働して症状の変化等の確認を行っている場合の評価を
新設する。



まとめ

・2018年4月よりスタートする
第7次医療計画で精神科疾患の地域医療
構想、地域包括ケアが課題となった

・2018年診療報酬改定で向精神薬の使
用の適正化が課題となった



医療と介護のクロスロード
to 2025

•2月20日緊急出版！
• 2018年同時改定の「十字
路」から2025年へと続く
「道」を示す！

•医学通信社から

2018年2月出版予定

本体価格 1,500円＋税



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開し
ております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
mutoma@iuhw.ac.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください

フェース
ブックで
「お友達募
集」をして
います

PTXX-170623-001

http://www.iuhw.ac.jp/clinic/

